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セアカゴケグモ
セアカゴケグモは、神経毒を
持つ毒グモです。
体長は雌成体で１から１､５
ｃｍ、脚を広げると３ｃｍほど
になります。
黒色で、腹部背面に目立つ
オレンジ～赤色の縦縞があり
ます。
雄成体の体長は３～５ｍｍで
す。
排水溝、フェンス、プランター、さつき・豆つげなどの低い植木などの場所によく巣を作っています。
○ セアカゴケグモによる咬症
１　局所症状
咬まれた瞬間はほとんどの場合、針で刺されたような痛みを感じます。その後、咬傷部位に熱感があり、局所の痛み（疼痛）が出現し時間経過とともに拡大、増強します。疼痛は、激痛で耐え難い。
２　全身症状
重篤な場合は、四肢の痛みや筋肉の強直による下腹部の腹痛や胸部圧迫感、けいれん、高血圧や頻脈が見られることがあります。
小児、高齢者、妊婦では症状が重症化する可能性が高いので、注意が必要です。
○　治療について
局所症状には痛みを和らげる対症療法をします。重症者には、血清を投与します。大阪府立急性期・総合医療センターに常備しています。
（大阪府立急性期・総合医療センター 救急診療科 06-6692-1201）
○ セアカゴケグモを発見された場合
最寄りの大阪府保健所に連絡し、セアカゴケグモであるかどうかの確認や駆除方法をご相談下さい。
